
会告Ⅱ 
第１５回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウムのご案内（第 4報） 

 
今回は従来から行われていた日本血液事業学会、全国大学病院輸血部会議との連携をさら

に強め、コンパクトに内容の濃いシンポジウムを目指しています。また、各血液センター

との交流の場は、10月 3日（金）学会終了後、懇親会を予定しています。 
 
日 程：秋季シンポジウム 

平成２０年１０月３日（金）１３時～１５時３０分 
（日本血液事業学会、全国大学病院輸血部会議との合同シンポジウム） 

      輸血副作用の現状と対策 
 

平成２０年１０月４日（土）９時～１６時３０分 
（日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム、一部日本血液事業学会との合同シンポジウム） 

 
認定輸血検査技師更新のための講座 

平成２０年１０月３日（金） １５時３０分～１７時３０分 
輸血・細胞治療部の臨床への関与とその有用性 

 
会場：大阪国際交流センター 
  〒543－0001 大阪市天王寺区上本町８－２－６ 
                Ｔｅｌ：０６－６７７２－５９３１（代） 
                Ｆａｘ：０６－６７７２－７６００ 
                Ｅ－ｍａｉｌ： center@ih-osaka.or.jp 
 
会長：近畿大学医学部奈良病院血液内科   椿 和央 
 
プログラム（予定） 
◆特別講演 10月 4日（土）13時～14時 
「輸血細胞治療医学の進歩とわれわれのチャレンジ」      

   演者： 大戸 斉（福島県立医科大学附属病院 輸血・移植免疫部） 
 
◆日本血液事業学会・合同シンポジウム 10月 4日（土）9時～12時 
  血液製剤の経済的考察    司会： 比留間 潔（比留間医院） 
                 神谷 忠（愛知県赤十字血液センター） 
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１．血液製剤の治療に占める割合  宮脇修一（済生会前橋病院 白血病治療センター） 
２．血液製剤の諸検査 押田眞知子（大阪大学医学部附属病院 輸血部） 
３．ＮＡＴ検査と今後の検査 内田茂治（日本赤十字社中央血液研究所） 
４．血液製剤における病原体不活化技術の現状と課題  

米村雄士（熊本大学医学部附属病院 輸血･細胞治療部） 
５．最新技術の社会経済的インパクト 河原和夫（東京医科歯科大学大学院政策科学分野） 
 
◆シンポジウム 10月 4日（土）14時～16時 30分 
血小板輸血の問題点と将来 
 司会： 上田恭典（倉敷中央病院 血液内科･血液治療センター） 
     半田 誠 （慶應義塾大学医学部附属病院 輸血･細胞治療部） 

１．血小板輸血の適応（禁忌も含めて） 八木秀男（近畿大学医学部奈良病院 血液内科） 
２．当院における血液内科医の血小板輸血  

上田恭典（倉敷中央病院 血液内科･血液治療センター） 
３．外科手術における血小板輸血の適応と問題点  

宮田茂樹（国立循環器病センター 輸血管理室） 
４．洗浄血小板による副作用予防 東 寛（北海道赤十字血液センター） 
５．血小板製剤の病原体不活化 岡田義昭（国立感染症研究所 血液・安全性研究部） 
６．血小板輸血の将来    半田 誠（慶應義塾大学医学部附属病院 輸血･細胞治療部） 
 
◆ 日本血液事業学会・全国大学病院輸血部会議合同シンポジウム 

10月 3日（金） 13時～15時 30分 
輸血副作用の現状と対策   司会： 藤井康彦（山口大学医学部附属病院 輸血部） 
                  田所憲治（日本赤十字社血液事業本部） 

   文部科学省 赤塚義英 
   厚生労働省 武末文男 
   輸血副作用の現状 

１．輸血副作用の実態（アンケート調査から） 
全国大学病院輸血部会議 輸血副作用ワーキンググループ 
輸血後感染症検査の実態も含む 

    ２．輸血副作用の分類  加藤栄史（愛知医科大学附属病院 輸血部） 
    ３．輸血感染症  西口修平（兵庫医科大学 内科学肝胆膵科） 
    ４．輸血製剤と細菌汚染  佐竹正博（東京都西赤十字血液センター） 
    ５．ＴＲＡＬＩの成因とその対策  平山文也（大阪府赤十字血液センター） 
       
 



◆ 認定輸血検査技師更新のための講座 10月 3日（金） 15時 30分～17時 30分 
輸血・細胞治療部の臨床への関与とその有用性  

司会： 峯 佳子（近畿大学医学部附属病院 輸血部） 
        寺内純一（昭和大学藤が丘病院 血液センター） 

１．当院における妊娠後期 HLA・HPA抗体スクリーニング 
 峯 佳子（近畿大学医学部附属病院 輸血部） 

２．顆粒球抗体 松橋美佳（東京大学附属病院 輸血部） 
３．ＡＤＡＭＴＳ１３，ＨＩＴ 松本雅則（奈良県立医科大学 輸血部） 
４．造血幹細胞関連  丸屋悦子（ＨＬＡ研究所） 
５．ＣＤ３４陽性細胞の測定法と院内検査の有用性  

 國友由紀子（東京都立駒込病院 輸血細胞治療科） 
                   （キリンファーマ株式会社 共催） 
 
◆ランチョンセミナー 
１．The Efficacy of Plasma Reduced Platelet Concentrate             
  -Reduction of Transfusion Reaction（仮題） 
   （BCT Japan株式会社 共催） 10月 3日（金） 12時～13時 

演者：Yok Lin Fung(Brisbane Australian Red Cross Blood Service)   
   司会： 半田 誠（慶應義塾大学医学部附属病院 輸血･細胞治療部） 
２．新型インフルエンザ，ウエストナイルウイルス等に対する対策の現状 
 （オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社共催） 

10月 3日（金） 12時～13時 
   演者：水上拓郎（国立感染症研究所 血液・安全性研究部研究員）  
   司会 谷 慶彦（大阪府赤十字血液センター） 
３．鉄過剰症の予防と治療 （ノバルティスファーマ株式会社 共催） 

10月 4日（土）12時～13時 
   演者： 石川隆之（京都大学医学部血液・腫瘍科）  
   司会： 椿 和央（近畿大学医学部奈良病院 血液内科） 
４．顆粒球輸血 （顆粒球輸血研究会 共催）10月 4日（土） 12時～13時 
   演者： 星 順隆（東京慈恵会医科大学附属病院 輸血部）  

司会： 甲斐 俊朗（兵庫医科大学輸血部） 
５．発熱性好中球減少症（Febrile Neutropenia:FN）に対する免疫グロブリン製剤の効果 

（日本赤十字社 共催） 10月 4日（土） 12時～13時 
 演者： 前田裕弘（近畿大学医学部 血液内科）  
司会： 正岡 徹（大阪成人病センター） 
 



事務局：〒630－0293 奈良県生駒市乙田町１２４８－１     
    近畿大学医学部奈良病院血液内科 
    TEｌ：０７４３－７７－０８８０ FAX：０７４３－７７－０８９０ 
 


